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『比較データに基づく地域型認知症予防効果の
確認手法』

■日時：平成２８年７月２７日（水）

■発表：株式会社サロンオールディーズ

執行役員 伊藤 亘

～地域で勝ち抜くための３つの条件～
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導入実績（全国約９０ヶ所）導入実績（全国約９０ヶ所）導入実績（全国約９０ヶ所）導入実績（全国約９０ヶ所）

日本日本日本日本赤十字社総合福祉センター赤十字社総合福祉センター赤十字社総合福祉センター赤十字社総合福祉センター
【【【【レクロス広尾レクロス広尾レクロス広尾レクロス広尾】】】】様様様様

サービス付サービス付サービス付サービス付高齢者住宅併設モデル高齢者住宅併設モデル高齢者住宅併設モデル高齢者住宅併設モデル

【【【【イオンスマイルイオンスマイルイオンスマイルイオンスマイル】】】】

【【【【ＵＲ倶楽部ＵＲ倶楽部ＵＲ倶楽部ＵＲ倶楽部】】】】
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平
成
２
７
年
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介
護
保
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4月

①新総合事業開始（①新総合事業開始（①新総合事業開始（①新総合事業開始（27年年年年4月～）月～）月～）月～）
（Ａ）利用者：要支援→新総合事業への移行
（Ｂ）多様なサービスの開始

8月
2割負担開始

28年4月 29年4月 30年4月

３年間移行（猶予）期間あり（＊市区町村によって開始時期は異なる）

②地域密着デイ開始（②地域密着デイ開始（②地域密着デイ開始（②地域密着デイ開始（28年年年年4月～）月～）月～）月～）
（Ａ）小規模→地域密着へ移行／定員
（Ｂ）運営環境

１年間移行（猶予）期間あり（＊市区町村によって開始時期は異なる）

（介護予防）訪問介護・通所介護対象

小規模デイサービス対象

平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度介護介護介護介護保険改正の概要保険改正の概要保険改正の概要保険改正の概要
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改正内容の運営ノウハウ改正内容の運営ノウハウ改正内容の運営ノウハウ改正内容の運営ノウハウ

【【【【新総合事業の利用料金新総合事業の利用料金新総合事業の利用料金新総合事業の利用料金】】】】

＜国基準（現行基準）＞
要支援１＝１６，４７０円（週１～２回利用２回利用２回利用２回利用）
要支援２＝３３，７７０円（週１～２回利用）

＜サービスＡ＞ ＊10%減を想定
週１回利用＝１４，８２３円
週２回利用＝３０，３９３円

週２回週２回週２回週２回来ている「国基準の要支援者１」「国基準の要支援者１」「国基準の要支援者１」「国基準の要支援者１」が
いた場合サービスＡの「週２回利用」への

切替提案切替提案切替提案切替提案を実施する事により売上ＵＰ売上ＵＰ売上ＵＰ売上ＵＰ

Ａ市 Ｂ市

施設施設施設施設

原則、他市からの新規利用はできないが

「理由書」「理由書」「理由書」「理由書」の申し立て（作成）により新規利用新規利用新規利用新規利用が
可能になる場合もある。

【【【【地域密着の利用者地域密着の利用者地域密着の利用者地域密着の利用者】】】】

新規新規新規新規利用者利用者利用者利用者

施設 Ｂ市 Ａ市
「理由書」申請 「問合せ」

「回答」「回答」

■「理由書」申請までの流れ
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〇方法論（プログラム）が一般的で公共性がある事〇方法論（プログラム）が一般的で公共性がある事〇方法論（プログラム）が一般的で公共性がある事〇方法論（プログラム）が一般的で公共性がある事

〇同一条件での科学的根拠（エビデンス）がある事〇同一条件での科学的根拠（エビデンス）がある事〇同一条件での科学的根拠（エビデンス）がある事〇同一条件での科学的根拠（エビデンス）がある事

〇プロセスに従った効果・評価が「見える化」できる事〇プロセスに従った効果・評価が「見える化」できる事〇プロセスに従った効果・評価が「見える化」できる事〇プロセスに従った効果・評価が「見える化」できる事

〇個別データ（地域データ）の収集とその活用〇個別データ（地域データ）の収集とその活用〇個別データ（地域データ）の収集とその活用〇個別データ（地域データ）の収集とその活用

【【【【プロセスプロセスプロセスプロセス】】】】とととと【【【【評評評評 価価価価】】】】



個人ごとの可動域も表示個人ごとの可動域も表示個人ごとの可動域も表示個人ごとの可動域も表示 Copyright©salonoldies All Rights Reserved. 

①①①①利用者選択利用者選択利用者選択利用者選択

②②②②個別プログラムの実施個別プログラムの実施個別プログラムの実施個別プログラムの実施 ③運動終了③運動終了③運動終了③運動終了

④個別④個別④個別④個別
データベース作成データベース作成データベース作成データベース作成

☆個別の可動域も
設定可能

☆リアルタイムに運動を
状況を確認。
【スムース度判定（％）】
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地域型認知症予防への取組地域型認知症予防への取組地域型認知症予防への取組地域型認知症予防への取組
【【【【地域型認知症予防プログラム地域型認知症予防プログラム地域型認知症予防プログラム地域型認知症予防プログラム】】】】
東京都健康長寿医療センター研究所が認知症予防を目的に開発したプログラム

■特徴１：発症の遅延期待と好みに合わせたプログラム■特徴１：発症の遅延期待と好みに合わせたプログラム■特徴１：発症の遅延期待と好みに合わせたプログラム■特徴１：発症の遅延期待と好みに合わせたプログラム
ウォーキング、旅行、料理など対象者の好みに合わせてプログラムを選択。
■■■■特徴２特徴２特徴２特徴２：：：：小集団での実施小集団での実施小集団での実施小集団での実施
エピソード記憶・注意分割機能・計画力を活発に刺激する為、またメンバー相
互のサポートや役割の遂行面で機能を発揮できるように、小集団で実施。

■■■■特徴３特徴３特徴３特徴３：：：：週１回週１回週１回週１回定期的に行う定期的に行う定期的に行う定期的に行う
運動習慣や知的活動習慣を定着させ、認知症の発症を遅延する効果をあげる
ため、プログラムは原則として定期的に週１回実施。

■■■■特徴４特徴４特徴４特徴４：：：：健健健健常な高齢者を対象とする常な高齢者を対象とする常な高齢者を対象とする常な高齢者を対象とする
認知機能が低下していない健常な高齢者が少数のリスクの高い高齢者を
支えながら自立的に活動を継続していくことを目指す。

■■■■特徴５特徴５特徴５特徴５：：：：目標目標目標目標が認知症予防であることが認知症予防であることが認知症予防であることが認知症予防であることをををを認識認識認識認識
運動機能や認知機能を鍛える意義を理解。目標を決め行動を変える事を受け
入れる。認知症にならないことを目標にする事で助け合いや役割分担する。

■■■■特徴６プログラム特徴６プログラム特徴６プログラム特徴６プログラムはファシリテーターがはファシリテーターがはファシリテーターがはファシリテーターが支援支援支援支援
グループワークの技法を学んだファシリテーターが活動を支援。認知症予防に
有効な活動方法や情報を提供しモデルを示します。プログラム活動の中でメン
バー同士が楽しく、信頼関係が構築できるよう支援。グループ自立後も時々活
動をモニターし助言。
■■■■特徴７特徴７特徴７特徴７：：：：自立自立自立自立して活動の継続を目指すして活動の継続を目指すして活動の継続を目指すして活動の継続を目指す
ウォーキングや知的活動を習慣化する方法を学んだ後、自立してプログラムを
継続することを目指す。
■■■■特徴８特徴８特徴８特徴８：：：：活動活動活動活動グループの組織化をはかり、地域にプログラムを普及させるグループの組織化をはかり、地域にプログラムを普及させるグループの組織化をはかり、地域にプログラムを普及させるグループの組織化をはかり、地域にプログラムを普及させる
活動グループがネットワークや組織を作り、地域の中で認知症予防の啓発活動
や後続の活動を支援する担い手となることを支援する担い手となることを支援する担い手となることを支援する担い手となることを目指す目指す目指す目指す。

■■■■特徴９特徴９特徴９特徴９：：：：プログラムプログラムプログラムプログラムの行動評価と結果評価を行うの行動評価と結果評価を行うの行動評価と結果評価を行うの行動評価と結果評価を行う
ウォーキングや知的活動プログラムにおいて行動目標を設定し行動評価を実
施。プログラムの効果評価として集団の認知機能検査（ファイブ・コグ認知機能検査（ファイブ・コグ認知機能検査（ファイブ・コグ認知機能検査（ファイブ・コグ））））でででで評価評価評価評価。
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①運動（手の運動）
②記憶（エピソード記憶機能）
③注意（文字位置照合）
④視空間認知（時計描画）
⑤言語（動物名想起）
⑥思考（共通単語）

地域型地域型地域型地域型認知症予防への取組認知症予防への取組認知症予防への取組認知症予防への取組

①運動課題①運動課題①運動課題①運動課題 ②記憶課題②記憶課題②記憶課題②記憶課題

＜ファイブ・コグテスト（認知症予防検査）＞＜ファイブ・コグテスト（認知症予防検査）＞＜ファイブ・コグテスト（認知症予防検査）＞＜ファイブ・コグテスト（認知症予防検査）＞

■評価記録■■評価記録■■評価記録■■評価記録■

見見見見るるるる→→→→脳脳脳脳で理解（認知）で理解（認知）で理解（認知）で理解（認知）→→→→動動動動作作作作→→→→結結結結果果果果→→→→記記記記録録録録
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■【時系列グラフ】■【比較データ】

☆過去データとの比較により☆過去データとの比較により☆過去データとの比較により☆過去データとの比較により
認知症予防プログラムや脳トレなどの認知症予防プログラムや脳トレなどの認知症予防プログラムや脳トレなどの認知症予防プログラムや脳トレなどの
効果の確認効果の確認効果の確認効果の確認

☆次プログラムの方針の決定☆次プログラムの方針の決定☆次プログラムの方針の決定☆次プログラムの方針の決定

☆時系列データ（グラフ）により長期的な☆時系列データ（グラフ）により長期的な☆時系列データ（グラフ）により長期的な☆時系列データ（グラフ）により長期的な
心身的変化の確認。心身的変化の確認。心身的変化の確認。心身的変化の確認。

☆低下機能の分析☆低下機能の分析☆低下機能の分析☆低下機能の分析

データを通してご本人・ご家族への適切なアドバイス提供データを通してご本人・ご家族への適切なアドバイス提供データを通してご本人・ご家族への適切なアドバイス提供データを通してご本人・ご家族への適切なアドバイス提供
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【生活支援】

介護介護介護介護保険外サービス保険外サービス保険外サービス保険外サービスの活用の活用の活用の活用

【食事サービス】 【見守り支援】
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■デイサービス終了後に設備を利用しスポーツジムとして活用■デイサービス終了後に設備を利用しスポーツジムとして活用■デイサービス終了後に設備を利用しスポーツジムとして活用■デイサービス終了後に設備を利用しスポーツジムとして活用

■次世代の要介護者をターゲットとして運営。■次世代の要介護者をターゲットとして運営。■次世代の要介護者をターゲットとして運営。■次世代の要介護者をターゲットとして運営。

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
回
数
券
制

回
数
券
制

回
数
券
制

回
数
券
制
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

平日：午後５：３０～７：３０営業平日：午後５：３０～７：３０営業平日：午後５：３０～７：３０営業平日：午後５：３０～７：３０営業

施設・設備施設・設備施設・設備施設・設備の活用の活用の活用の活用



ショールームのご案内ショールームのご案内ショールームのご案内ショールームのご案内

■住所：〒103-0027
東京都中央区日本橋2-1-20
Dear日本橋タワー４F
(T)03-3548-0144
(F)03-3548-0145

http://www.salon-old.jp

東
京
駅

八重洲北口
徒歩５分

日本橋高島屋

「日本橋駅」
Ａ７番出口徒歩１分

至秋葉原 永代通り
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本展示会で展示中！本展示会で展示中！本展示会で展示中！本展示会で展示中！


